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生理食塩水の吸入を行う生食群（n = 7）とサーファクタント群（n = 5）の２群に無作為
に分け、４時間後の換気再開と同時に吸入を施行した。5 時間後にドナー肺をフラッ
シュし心肺ブロックを摘出した。冷保存の後、左肺全摘・片肺移植を行い、ドナー肺を





































ッシュし心肺ブロックを摘出した。2 時間の冷保存後、左片肺移植を行い 4 時間の再灌流評価
を行った。 
再灌流後、生食群の 7例中 2例が 75分後に重篤な肺水腫により死亡したが、サー











  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 12 月 15 日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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